
水素・燃料電池戦略ロードマップ 改訂の内容 
フェーズ１：水素利用の飛躍的拡大（現在～） 
１．定置用燃料電池（エネファーム／業務・産業用燃料電池） 

 エネファームの将来的な目標価格を明確化 ⇒ 2020年頃に自立的普及 
      ■ PEFC（固体高分子形燃料電池）型：2019年までに80万円 
      ■ SOFC（固体酸化物形燃料電池）型：2021年までに100万円 
２．燃料電池自動車（FCV） 

 普及台数目標を明示 
      ■2020年までに4万台程度、2025年までに20万台程度、2030年までに80万台程度 

 2025年頃に、より多くのユーザーに訴求するため、ボリュームゾーン向けの燃料電池自動車の投入を目指す。 

３．水素ステーション 
 整備目標を明示・自立化目標を明示 

      ■2020年度までに160箇所程度、2025年度までに320箇所程度 
      ※2030年時点のFCV普及台数目標に対し、標準的な水素供給能力を持つ水素ステーション換算で900基程度が必要。 
      ■2020年代後半までに水素ステーション事業の自立化を目指す。 
              それ以降はFCVの普及に対応して十分なステーションを整備。 

フェーズ２：水素発電の本格導入等（2020年代後半に実現） 
４．水素発電 

 2015年3月に取りまとめた水素発電検討会の報告書を反映し、記載を具体化。 

フェーズ３：CO2フリー水素供給システムの確立（2040年頃に実現） 
５．再生可能エネルギー由来水素の利活用 

 導入に関する技術面・経済面の具体的課題についてＷＧを立ち上げ検討を行い、2016年度中に結論を得る旨を記載。 
 改革2020プロジェクトや福島新エネ社会構想といった先進的取組の推進について記載。 1 



水素社会実現に向けた対応の方向性 
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